
地域ぐるみで介護予防に取り組む機運を高める普及啓発活動開催概要 

 

名  称 

テ ー マ 

ヨガで楽しく認知症予防・介護予防 

開催目的 

 

効果的な介護予防の取り組みのためには、高齢者のみならず高齢

期に入る前からの取り組みが重要であることから、全世代から親

しみやすい「ヨガ」をテーマに地域住民をはじめとした幅広い参

加者を募り、認知症予防・介護予防に対する意識の高揚を図ると

ともに、通いの場の活性化を図ることを目的として開催した。 

主  催 備中県民局 

企画運営 備中県民局 

参 加 者 地域住民、通いの場の世話役及び参加者、地域包括支援センター

職員、認知症地域支援推進員、生活支援コーディネーター 他 

 

開催日時 令和７年３月９日（日）１０:００～１１:３０ 

開催場所 

 

国民宿舎サンロード吉備路コンベンションホール （総社市三須） 

開催概要 

 

 

 

 

倉敷平成病院 脳神経内科部長 菱川医師と同病院 加藤理学療

法士を講師に「ヨガで楽しく認知症予防・介護予防」を開催しま

した。 

子どもから後期高齢者まで、老若男女問わない５２名の方にご参

加いただき、たいへん有意義な会となりました。 

最初の３０分間はヨガが認知症予防や健康維持にどのように役立

つのか、科学的根拠も交えながら解説が行われました。WHOの認知

症予防ガイドラインをもとに、運動、身体活動、禁煙、血圧管理、

バランスの取れた食事、糖尿病の管理などの重要性等が紹介され

ました。さらに、真庭市、井原市で実施された一般介護予防事業

の事例が紹介され、ヨガが介護予防に及ぼす具体的な効果につい

ての学びを深めることができました。また、ヨガが脳に与える影

響について過去の研究事例をもとに詳しく解説され、参加者は熱

心に聞き入っておられました。 

後半６０分間は実際にヨガを体験する時間となりました。椅子に

座ったままでもできるヨガや片鼻呼吸法などが紹介され、菱川医

師のリードのもと、参加者は呼吸のタイミングを意識しながら、

じっくりと取り組んでおられました。初めてヨガを体験する方も

おられたようですが、理学療法士が補助することで、皆さん集中

して取り組んでおられました。 



参加者の方からは、「ヨガのポイントが理解できた」「これなら自

宅でも続けられそう」「認知症予防に役立つことがわかり、今後も

実践したい」といった前向きな感想が多く寄せられました。 

「高齢者ではないけれど、ヨガだから興味をもって参加してみた」

と話される方もおられ、若いうちから認知症予防・介護予防の意

識をしていただくことのできる貴重な機会となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

添付資料 有・無  

 ・開催チラシ（ＰＤＦ） 

 

 

 



 


